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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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03 観たことない
 世界が広がる。
 舞台表現へのYCAMの試み。

白井 剛×YCAM　ビデオダンス制作プロジェクト
「Choreography filmed: 5days of movement」
梅田宏明　新作ダンス公演
「Holistic Strata （ホリスティック・ストラータ）」

ピックアップイベント

08 日々 の暮らしに彩りを。
 YCAMメディア・キッチン

山口情報芸術センター
meet the artist 2010 「自分のメディアを創る」 映像祭
市民コラボレーターたちの手によるオリジナル映像祭

真鍋大度+石橋 素　新作インスタレーション 「Flyingdots（仮）」
光の軌跡が空中に描く、立体的なパターン

中原中也記念館
企画展Ⅲ 「中也が読んだ本」
多読の中也は何を読んだか

第8回常設テーマ展示 「これが私の故
ふるさと

里だ」
詩人を育んだ故郷とはどんな処だろうか

山口市民会館
第38回市民コンサート
春の息吹を音楽で感じるコンサート

12 any通信
◎アーティストボイス 西村雅彦 （俳優）
◎お先に試写しました 「へヴンズ ストーリー」
◎いただきます 中華そば・和味 （「中華そば 吟」山口店）

◎GOOD GOODS Diatxt./Yamaguchi 「ヨロボン」
◎My Favorite  那須 香 （中原中也記念館 職員）

14 イベントカレンダー　1～3月
INFORMATION

平成23年1月1日発行
発行：財団法人山口市文化振興財団
本誌記事の無断転載を固く禁じます。
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梅田宏明　新作ダンス公演

「Holistic Strata」

白井 剛 ×YCAM　ビデオダンス制作プロジェクト

「Choreography �lmed:
5days of movement」

75

「Accumulated Layout」（2007） photo: Shin Yamagata

「Choreography filmed: 5days of movement」 テスト撮影（2010）
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◎徹太郎が中也を語るとき、彼は本当に中也を理解していたのだろうなと、文面から伝わります。 （20代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

◎気軽に立ち寄って一流の音楽家の演奏が楽しめることは、すばらしいと思います。 （50代女性　「ブラスの音色を楽しむミニコンサート」より）

◎研ぎ澄まされた表現力が素晴らしい。振付と合わせて花開いた印象。 （70代男性　「中村恩恵×首藤康之ダンス公演」より）

◎テクノロジーと体とのつながりを新しい面からとらえることができました。 （「YCAMメディアキッチンvol.2」より）
0 4 05【パフォーミング・アーツ】　音楽・演劇・舞踊など、身体の行為によって表現する芸術の総称で、舞台芸術とも言う。YCAMではメディアと身体の関係性に注目

したパフォーミング・アーツを展開し、新たな表現を探求している。
わかる！
キーワード

新しい芸術作品の 
創作現場 
 = YCAM滞在制作

演劇、ダンス、あるいはそれらのジャン
ルを超えた身体表現の“いま”を、幅広
く紹介している山口情報芸術センター
（YCAM）。ここでは、国内外で高い評価
を受ける作品をいち早く紹介するだけで
はなく、アーティストが長期にわたって山
口に滞在し、YCAMの環境・設備・空間を
活用しながら、作品を制作する「滞在制
作」というプロジェクトにも力を注いでい
ます。これまで様々な作品が、ここ山口で
誕生しました。
その試みは、YCAMがオープンした2003

年からすでに始まっていました。こけら落
としとなったフィリップ・ドゥクフレによ
るダンス公演「IRIS」は、日本をはじめ中
国、韓国、そしてフランスからダンサー、
パフォーマー、ミュージシャンが参加す
る国際共同制作。出演者16名、スタッフ
約10名が約1ヵ月半の間、山口に滞在し、
YCAMのスタジオでメディア技術を駆使
した作品を制作していきました。そして、
本作はYCAMで上演された後、海外へと

渡り、フランスなどヨーロッパの様々な場
所を旅しました。
その後も、YCAMでは、新しいメディア
技術を取り入れた舞台作品の開発、また
海外ダンサーと日本人の音楽家や映像
作家、美術作家といった異ジャンルで活
躍するアーティストとのコラボレーション
を提案するなど、1年に1～2本の割合で
YCAM×アーティストの共同制作による
オリジナルの作品を生み出しています。
そして2010年度、YCAMでは、2人のアー
ティストを迎え、2つのダンス作品の制作
を試みます。一方は映像作品（ビデオダン
ス）として1月に、また一方は舞台公演と
して2月に、その完成作品を観ることがで
きます。

映像でみせる 
ダンス（身体）とは? 
─白井剛×YCAM 
の試み

今回、舞台公演ではなく、映像作品として
のダンスの制作に挑戦し、新たな視点で
身体と向き合ったのは、新進気鋭の振付
家・ダンサー、白井剛。カンパニーあるい
はソロで、多くのフェスティバルや劇場に
招聘され、作品を発表しています。その活
躍は国内にとどまらず、海外でも高い評
価を受けているアーティストです。すで
にYCAMには、2004年にカンパニー“発
条ト（バネト）”として、また、2007年制作
のダンス公演「true / 本当のこと」のメン
バーとして訪れており、作品制作を経験
しています。また、2010年8月には音響と
身体表現をテーマにしたワークショップ
の講師としても登場。その白井が次なる
ステップアップとして挑戦したのが、ダン
ス×映像の表現として注目を集めるビデ
オダンスの制作でした。
今作の下地になっているのは、2004年に
白井が発表したダンス作品「質量, slide,

＆.」。ここから発展し、身体と質量をテー
マに、5日間×7時間にわたって撮影が行

作品そのものを体験して欲しい。
梅田宏明

YCAMはテクノロジーアートの分野では世界的に知られています

し、技術レベルにおいても評判が高い場所です。そんなYCAMで

優れた技術的サポートを受けながら作品を作ることは、僕にとって

とても興味深いことでした。今までの自分のスキルでは作れない、

YCAMでしか作れない作品を創作してみたいと思っています。出

来上がった作品は、その意味やコンセプトを考えて見るというより

は、とにかく作品そのものを体験して欲しいですね。

YCAMの技術スタッフは、創作のアーティスティックな面においても、意見を出してくれるので、創作

のコンセプトとテクニカルなアイデアの両方の観点から話を進めることができる点がとても魅力的で

すし、YCAMのすばらしい特徴だと感じています。

YCAMではすでに悩むくらい色々なことを実験させてもらっています。センサーなど沢山の技術を試し

ました。今回の作品でそれらを利用するかは分かりませんが、今後の作品のアイデアに大きく影響して

くると思います。YCAMでの新作は、フランスでの巡演がすでに決まっています。同時に来年からは海

外でバレエダンサーを使った作品をいくつか作ります。そちらの方でもどんどんこういった技術を取り

入れていこうと思っています。

生ではない身体が観客に伝わる瞬間─。
白井 剛

映像作品を作るとき、撮影や照明など機材についての技術面が必要になっ

てきます。その点YCAMは安心だし、むしろ僕の知らないテクニックやメディ

アについての情報も得られるという期待もあってYCAMでの滞在制作を行

いました。自分一人での撮影ではなく、技術スタッフと一緒に撮影をする経

験は今回が初めてで、撮りたい画をどうやって探していくか、またスタッフと

どのように共有していくのか、チャレンジではありました。実際にはYCAM

から色んなアイデアをもらい、またフレキシブルに対応していただきました。

僕は舞台上で、生でダンスをみせる経験の方が多いので、スクリーンやモニ

ターの中で、生ではない身体をみせるとき、観る側にどういうふうに伝えるこ

とができるのか、伝わる瞬間をどうやって作りだせるのか、そこを発見したいと思っています。

自分が映っている姿を観るのはあまり気持ちのいいものではなくて、いままで自分が被写体になること

を割と避けてきたのですが、とくに回転するところは、カメラのアングルに体が踊らされる感覚で、新し

い経験でした。もし次に映像を作るなら今度はカメラを回す方をやりたいです。被写体の身体性と同時

に、カメラを回している身体性の方がよりリアルに反映されそうな気がします。

M e s s a g e  f r o m  A r t i s tM e s s a g e  f r o m  A r t i s t

梅田宏明　Umeda Hiroaki　
1977年東京生まれ。2000年より創作活動を開始し、“S20”を発足。ヨーロッパを中心に世界各地の主要フェスティバル・劇場に招聘され、
「while going to a condition」（2002）、「Finore」（2003）、「Duo」（2004）、「Accumulated Layout」（2007）などの作品を発表。09年、初の
グループ作品「1. centrifugal」を日本、フィンランドで公演。振付、ダンスのみならず映像、音、照明デザインまで担当し、ダンス以外の分
野でも活躍する。

白井 剛　Shirai Tsuyoshi　
1976年、長野生まれ。96～2000年、ダンスカンパニー“伊藤キム+輝く未来”の作品に出演。98年、“Study of Live works 発条ト”に参加し、
バニョレ国際振付賞受賞。「質量 , slide, &.」（2004）で、06年トヨタコレオグラフィーアワード「次代を担う振付家賞」を受賞。06年、新たにカ
ンパニー“AbsT”を立ち上げ、07年「しはに - subsoil」、5人の音楽家との共作「THECO -ザコ」を発表。第1回日本ダンスフォーラム賞を受賞
するなど、いま最も注目を集める振付家・ダンサーの一人。

photo: Shin Yamagata

白井 剛「質量 , slide, &.」 　photo: Toshihiro Shimizu「Adapting for Distortion」（2008）　photo: Alex

photo: 白井 亮
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◎中也の日記から、生きることに悩み考えていたことを知ることができてよかった。 （20代男性　「中也の住んだ町―中野・高円寺」より）

◎アーティストの背景に霧と光がかかって、とてもきれいでした。 （「CLOUD FOREST」展アーティストトークより）

◎「焼きそば」のシーン最高でした。ただ食べるだけでも芝居になるんですね。 （40代男性　｢パイレーツオブ花山田小学校｣より）

◎言葉を用いず身体表現のみで、ここまで観客に世界観を想起させることができるのかと感動しました。 （20代男性　「中村恩恵×首藤康之ダンス公演」より）
0 6 0 7

P R E S E N T
白井剛ビデオダンス上映会および
梅田宏明新作ダンス公演の
チケットをプレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を明
記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の連
絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、Aは1月
15日（土）必着、BおよびP11の読者プレゼントは1月
31日（月）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mail

でご応募ください。

●A  白井剛ビデオダンス上映会
 チケット（ペア2組）

●B  梅田宏明　新作ダンス公演
    「Holistic Strata」（2/19、20各日ペア2組）

 ※ご希望の日をあわせてご記入ください。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（財）山口市文化振興財団
「any vol.75 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

われました（すべての撮影過程をweb上
で公開する試みが8月に行われていま
す）。白井による編集・加工の工程を経て、
映像作品として1月23日にYCAMで上
映されます。
YCAMでは、勅使川原三郎による映像作
品「Friction of Time – Perspective Study 

vol.2」（2008）で、すでに映像とダンスと身
体との関わりを検証するプログラムを開
催してきました。単なる記録としての映像
ではなく、舞台の演出効果の一つとして
の映像とも違う、身体表現の手法として、
ダンスを映像で作る試みには歴史的な潮
流があります。上映会当日は、昨今のビデ
オダンスの情勢についてもトークと映像
でご紹介します。上映会終了後はwebで

作品を公開（http://c-filmed.ycam.jp/）。
採用されなかった同シーンの別テイクも
観ることができ、どのような編集（振付）が
なされたのか、作品の創作過程とアーティ
ストの視点を探ることができます。

知覚を揺るがす 
革新的なダンス公演 
─梅田宏明×YCAM 
の試み

一方で、舞台公演として作品を発表する
滞在制作も同時に進行しています。白井
剛に続いて、YCAMで滞在制作を行うの
は、梅田宏明。ダンスの振付、出演だけで
なく、映像やサウンドについても自らがデ
ザインし、身体と舞台空間が一体となっ
たパフォーマンスによって、欧米を中心
に数々の公演を行ってきた振付家・アー
ティストです。様々な技術者がネットワー
ク上でコラボレーションを行い、開発す
るオープンソースソフトウェアが出現し、
プログラミングをほぼ独学で習得可能に
なった環境を背景に、パソコンと身一つ
で、海外のフェスティバルや劇場を飛び
回る梅田。
そんな梅田宏明が今回YCAMで目指す
のは、身体、音、光が一体となった全く新

たな体験としてのダンス。すでに公演の
会場となるスタジオで、YCAMの技術ス
タッフ（YCAM InterLab）のバックアップ
のもと、2月の公演に向けて実験とリハー
サルが幾度となく繰り返されています。2
月の公演では、いったいどんな作品が登
場するのか。観たことのない世界があな
たを待っています。
もっと作品のことが知りたい! という方
にはYCAMの舞台裏を見学するバック
ステージツアーに参加されることをお勧
めします。本作品の制作中の様子を垣間
見ることができる他、アーティストからも
話を聞くことができます。さらに、公演の
終了後には、アーティストとゲストによる
トークイベントも開催します。事前のバッ
クステージツアーで期待を高めて、本番
を観劇し、さらにはトークイベントにも参
加すれば、梅田宏明の作品の魅力をあま
すことなく知ることができます。

YCAMの 
舞台表現に対する 
姿勢

これまでの作品も、これから発表する2つ

の作品も、共通して言えるのは、YCAMは

常に芸術表現の新しい可能性を追求する
実験的な場と、新しい表現を生み出す創
造の場を提供しているということ。しかも
YCAMでの発表だけにとどまらず、その
作品が必ず他の場所、とくに海外を巡回
することも視野に入れています。実験が
ただの実験に収まらず、作品へと昇華し
ていくこと、その作品が観客を満足させる
こと、そして何よりそれらの作品が、新し
い価値を提唱し、次の創造の源泉となる
こと─YCAMは常に未来を見据えた作
品制作に挑戦しているのです。
舞台表現のいまを伝え、さらにまだ観たこ
とのない可能性を示唆するYCAMの試
みを、まずは1月の白井剛ビデオダンス上
映会、2月の梅田宏明新作公演で感じて
みてください。

白井 剛 ×YCAM
ビデオダンス制作プロジェクト
「Choreography filmed: 
5days of movement」
プレミア上映会
2011年1月23日（日）　14:00開演

会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［チケット情報］発売中
［料金］全席自由
一般 1,000円　any会員・特別割引 800円

梅田宏明　新作ダンス公演
「Holistic Strata（ホリスティック・ストラータ）」
※同時上演「Accumulated Layout」

2011年2月19日（土）　19:00開演
                  20日（日）　14:00開演

会場：山口情報芸術センター　スタジオA

［チケット情報］発売中
［料金］全席自由
前売 一般 2,800円　any会員・特別割引 2,500円
 25歳以下 2,000円
当日 3,300円

関連イベント

YCAMバックステージツアー2011
2011年2月5日（土）、6日（日）
各日14:00～15:00
会場：山口情報芸術センター　スタジオB

梅田宏明新作ダンス公演「Holistic Strata」の関連企画として、
特別ツアーを開催。制作中の現場裏に潜入 ! 作品に使われてい
る技術や、新作の魅力にいち早く出会えます。

［料金］無料（要申込）  ※申込方法等詳細はお問い合わせください。
［対象］小学生以上（小学1～3年生は保護者同伴）
［定員］各回30名

 （30分前開場）

 （各日30分前開場）

	 YCAM 滞在制作
	 パフォーマンス作品ラインナップ

2003 山口情報芸術センターがオープンする （11/1）

 フィリップ・ドゥクフレ

 「IRIS」（11/1～3）

  フランスと日本（山口・神奈川）との国際共同制作による舞台公演。欧米・アジアからダンサー、スタッフが参加し
 山口に滞在。YCAMのこけら落としとして上演後、フランスでロングラン上演され、ヨーロッパを巡回する。

2004	藤本隆行 + Monochrome Circus

	 「Refined Colors」（7/15、16）

  発光ダイオードで自由に色を作り出せる照明器具（LED）を用いた実験的ダンス公演。
 dumbtypeの藤本隆行、Monochrome Circusが参加。

 study of Live works 発条ト

	 「Runnin’ ChorDrive」（7/24）

  自由な発想による身体表現、空間創造を試みるパフォーマンスグループ・発条ト（バネト）による
 パフォーマンス公演。秋吉台国際芸術村との共同事業。

2005	ジャン=バティスト・アンドレ × 青木孝允 × 松本典子

	 「（HiDDEN FACES / FACES CACHéES / 隠された面）」（10/1、2）

 2003年「IRIS」にも出演したサーカス学校出身のジャン=バティスト・アンドレによる新作ダンス作品。
 日本の音楽家・青木孝允と映像作家・松本典子も参加。

2006 ポール=アンドレ・フォルティエ

	 「1×60」（7/23）

 カナダ・ケベック州のダンス界を切り開いてきたポール=アンドレ・フォルティエが
 日本の若手メディアアーティスト・南隆雄らと共同制作したダンス作品。

2007 藤本隆行 × 白井 剛 × 川口隆夫 × 南 琢也× 真鍋大度 ×
 堀井哲史 × 斎藤精一 × 石橋 素 × 照岡正樹 × 北村教子

	 「true / 本当のこと」（9/1）

 白井剛、川口隆夫の2名をパフォーマーに、第一線で活躍するアーティストやエンジニア10名が集結。
 テクノロジーと身体の新たな関係を追求したダンス作品。

 勅使川原三郎

	 「Friction of Time – Perspective Study vol.2」（2007制作、2008公開）

 舞踊家・勅使川原三郎がYCAMと共に制作したダンスビデオ。高速度カメラがとらえた
 ダンサーの細かな筋肉の動きは美しく、身体の動きへの新たな視点を提示する。

2008 珍しいキノコ舞踊団 × plaplax

	 「The Rainy Table」（2009/2/28、3/1）

 ダンスカンパニー・珍しいキノコ舞踊団とメディアアートユニット・plaplaxの共同作品。
 YCAMが取り組む「アートとメディアと身体表現」の新たな可能性を切り開いた。

2009 マレビトの会

	 「PARK CITY」（8/28～30）

 滞在制作として初めて挑戦した演劇公演。劇作家・松田正隆と写真家・笹岡啓子による
 舞台芸術と写真、メディア技術が交差した鑑賞法と表現が先鋭的な作品。
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◎同じ時代を生きた河上徹太郎の手紙・評論などから、意外な中也の性格を知ることができた。 （20代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

◎外国の講師でも、分かりやすく参加でき、言語を超えて話が聞けたという気がした。 （「YCAMメディアキッチンvol.2」より）

◎屋外の作品は子どもたちがとても楽しそうに走り回っているのもよかったです。 （中谷芙二子+高谷史郎「CLOUD FOREST」展より）

◎久しぶりに大きな音楽を聴いて、元気を貰いました。 （90代女性　「ブラスの音色を楽しむミニコンサート」より）
10 11



Doris & Orega Collection Vol.3
「コースター」（出演：西村雅彦、金子貴俊 ほか）

2007年10月28日
会場：山口市民会館 大ホール

Doris & Orega Collection Vol.5
「ナンシー」（出演：西村雅彦、飯島直子 ほか）

2010年5月28日
会場：山口市民会館 大ホール

コミカルにもシリアスにも演じ分け、たくさんの顔を持つ個性派俳優、西村雅彦さん。彼が率いるドリス＆オ
レガによる舞台作品は、これまで山口で2作品が上演され、その素晴らしい作品で山口の観客を大いに
わかせてくれました。あのとき客席を包んだ感動の嵐、西村さんにも伝わっていたようです。

西村雅彦 （俳優）

12 13

西村雅彦　NISHIMURA　Masahiko

1960年、富山県生まれ。94年、三谷幸喜脚本の「古畑任三郎」
シリーズで強烈な個性を発揮し、コミカルな役が話題になる。
その後、テレビドラマ「王様のレストラン」（1995）、「TEAM」
（1999）や、映画「マルタイの女」「ラヂオの時間」（1997）など
で活躍。独特の持ち味を生かし、その確かな演技力と唯一無
二の存在感はテレビ・ラジオ・映画・舞台で熱い支持を受ける。

参加し、1/6～10、14～16に特集上映を行

います。100歳を超える今も現役で映画を作

り続ける巨匠マノエル・ド・オリヴェイラ監督作

品を始め、これまで公開が熱望されながら実

現しなかったジョアン＝セーザル・モンテイロ監

督作品や、そのほか新進気鋭の監督作品な

ど、新旧のポルトガル映画の傑作が堪能でき

ます。また、翌々週からは関連企画としてオリ

ヴェイラ監督の2001～09年の作品も上映。

これであなたもポルトガル映画通 !

※上映作品等詳細は、webなどをご参照ください。

◎中原中也が生きた時代に関わりがあった人たちのことがよくわかり、その親交の深さが興味深い。 （60代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

◎着るだけだと思っていた服が何か違うことになるという発想がおもしろかった。 （「YCAMメディアキッチンvol.2」より）

◎昨年の都響公演の素晴らしさを思い出させてくれる催しだったと思います。 （20代男性　「ブラスの音色を楽しむミニコンサート」より）

◎海賊のグリーンの剣さばきが見事でした。 （10歳未満女性　｢パイレーツオブ花山田小学校｣より）

言葉と音楽が耳に残るコンサート

去る11月3日、山口県教育会館を舞台に、

詩と美しい旋律が融合したコンサート「声の

まぼろし─中原中也、金子みすゞ 、まど・みち

おの彼方へ」が行われました。東京芸術大

学音楽学部の学生、院生、卒業生を中心と

した音楽集団“VOICE SPACE”による歌と

演奏のパフォーマンスでは、ピアノ、ヴァイオ

リン、アコーディオン、チェロなどのほか、箏や

鼓、尺八といった和楽器も登場し、様々な音

色が交りあい新しいハーモニーを生み出して

いました。また合間には、詩人の谷川俊太郎

さんと佐々木幹郎さんがトークを展開。さらに

は、VOICE SPACEメンバー作曲の音楽か

ら詩作を試みた谷川さんが、ステージ上で自

らパフォーマーとなって朗読する場面も。最

後はサビエル記念聖堂少年少女合唱団“ス

テラ”も登場。楽しさと感動と音楽の余韻が

いつまでも残るステージとなりました。

ポルトガル映画を観に行こう!
映画上映の専門設備を持つ全国の文化施

設が連携して、これまで上映される機会のな

かった映画史上重要な作品を巡回上映する

“シネマテーク・プロジェクト”。今回は、2010

年にポルトガルとの友好が150年を迎えたこ

とを記念し、「ポルトガル映画祭2010」を開

催します。YCAMもプロジェクトメンバーとして

ここは「中也記念室」というスペース。コンクリートの壁が湾曲して
いるのは、中也のトレードマークであるお釜帽子のイメージでデザイ
ンされたから。読書コーナーでもあるこの空間には、壁に沿って木
の腰掛けが設置されている。四角いものが大半の記念館の中で、
この曲線に癒やされる。

那須 香 （中原中也記念館 職員）

ストーブ、おでん、温泉etc...
“あったかい”に
ほっと癒やされます。

◎中也の直筆の詩が見られたし、未発表詩や河上氏にプライベートで渡した詩を初めて見られて感動しました。 （20代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

◎繊細な動き、クラシックを基礎としたモダンの世界。身体の使い方に魅せられました。 （女性　「中村恩恵×首藤康之ダンス公演」より）
◎小林と泰子の関係がおもしろい。 （50代女性　「中也の住んだ町―中野・高円寺」より）

◎楽しい場面、迫力のある場面、子どもたちも一緒になって一喜一憂していました。 （30代女性　｢パイレーツオブ花山田小学校｣より）

去る5月28日「ナンシー」公演で

おじゃましました西村雅彦です。

山口は、2007年に「コースター」という芝居でも

お世話になりました。

あちこちで何度もお話させていただいているのですが、

山口の皆様はホントに暖かい。

2つの公演ともに盛大なスタンディングオベーションを頂きました。

今、思い出しても体が震え、目頭が熱くなってきます。

本当に有難うございました。

新しい作品でまたおじゃまします。

やはりテーマは勇気と希望です。

また、お会いできる日を心待ちにしております。

山口の皆様はホントに暖かい

Diatxt./ Yamaguchi「ヨロボン」

深夜までの開店営業がうれしい
定番メニューの中で気になっていた汁なしの油そば。
自家製しょう油ダレがからまった麺の上にはチャー
シュー、メンマ、もやし、ねぎ、それにとろ～っとした半
熟卵。まずはそれらを箸で混ぜ混ぜ。しっかり混ざっ
たところでズルズルっと食べると、麺と具がうまーくか
らんでおいしい! こってりかな?と思いきや、卵が絶
妙なまろやかさを演出。柔らかいチャーシュー、たっぷ
りのシャキシャキもやしとねぎもいいアクセントに。そ
こにお好みで橙の酢をかけると、さらにさっぱり!食材
へのこだわりやスープの味を決める火加減にも気を
配っていると語る店長。その熱い思いと一緒におい
しくいただきました。24:00まで営業しているので、仕
事で遅くなっても立ち寄れますよ。1月には“つけ麺”
がリニューアルして登場。こちらも乞うご期待 !

「中華そば 吟」山口店
山口市糸米 2-7-7　TEL.083-921-3007
営業時間：11:00～24:00　年中無休

中華そば・和
な ご み

味
（並）580円

※炒飯セットは+350円

編集によってみえてくる山口の魅力
哲学者の吉岡洋と約20名の市民コラボレーター
が1年間で1冊の本を作り上げる編集ワークショッ
プ「meet the artist 2007」。このプロジェクトの
集大成として2008年に出版された書籍「ヨロボン」
は、地域に根付く文化や歴史を市民の目線から選
び、グローバルな視点で再編集した1冊。「ヨロ」を
縦にすれば「山口」に見える遊び心あふれるタイト
ルが、全国の書店にも並んでいます。活動の一環
として企画・開催した公開対談シリーズやコラムニ
ストの辛酸なめ子を審査員に迎えたアート弁当コン
テストの様子も収録。伝統工芸から文学、郷土料
理、山口の路地や工場萌えなどバラエティに富ん
だ内容で一味違った新しい山口に出会えます。

価格： 1,050円（税込）
ソフトカバーA5版／160P／日英両版／2008年

「ヘヴンズ ストーリー」作品紹介
両親と姉を殺された少女、サト。彼女は、ある日テレビで妻と娘を
殺された男性が加害者にむけて復讐を言い放つのを見る。その
瞬間、彼女の中で彼の存在が特別なものになる…。
殺人事件の被害者や加害者、そして、彼らをとりまく人々の物語。
総勢20名以上の人物が登場し、それぞれの物語が一つにつな
がっていく。実際に起きた事件から着想された全9章、4時間38
分にも及ぶ大作。

く、スクリーンから眼が離せない。そういった緊

張感の中で、気がつくと物語は最終的に一

つに繋がり、壮絶な終盤に向かっていった!!

その展開に圧倒されながら、頭に浮かぶのは

「どうやって終わるのだろう?」という期待がこ

もった疑問。ここまで描ききってしまったら、そ

の後はどうなるのか? その答えはすべて、最

終章にあった…。

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

賛否両論あるかもしれないが、近年の日本映

画を代表する作品であることは、まず間違いな

いと久々に確信した。もとは団地だった廃墟

をはじめ、船着き場、草原、桜並木、公園、海

の見える団地、病院など劇中に出て来る風景

がどれも印象に残る。その中で展開していく

物語を観るうち、観る前に躊躇した4時間38

分という上映時間の長さは、これだけの時間

を要する内容なのだと思い知ることに…。と

にかく、この長い上映時間においても、ぎゅっ

と詰め込まれているその内容の深さに、ただ

唖然とするばかりなのである。

本作の核となる登場人物は数名なのだが、そ

の他にも総勢20名以上が物語の主要人物

として登場してくる。それらの人々の物語もた

だの伏線ではなく、しっかりと丁寧に描かれて

おり、カットや台詞のどれをとっても無駄がな

「ヘヴンズ ストーリー」
（2010年／日本／278分／カラー）
［監督］瀬々敬久　［出演］寉岡萌希、長谷川朝晴、忍成修吾、村上 淳、山崎ハコ

2011年2月 25日（金）  13:30～
  26日（土）  11:00～／17:00～
  27日（日）  13:30～
会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 2,300円　any会員／学生 1,800円
 ジュニア（18歳未満）／シニア（65歳以上）
 障がい者／介護の同行者1名 1,500円
※途中休憩あり　※PG-12

©2010 ヘヴンズプロジェクト

©2010 ヘヴンズプロジェクト

テレーザ・ヴィラヴェルデ監督「トランス」



◎中庭にいきなり霧が現れて木々を隠し、光と霧の彫刻が現れた時、思わず足を止めて見入ってしまった。 （20代女性　中谷芙二子+高谷史郎「CLOUD FOREST」展より）

◎鍛えられた身体はとても饒舌で雄弁ですね。 （「中村恩恵×首藤康之ダンス公演」より）
◎河上徹太郎と中也の関係がよいなぁと思った。徹太郎のことをもっと知りたくなりました。 （30代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

◎演奏する方と聴く人が一緒に楽しめるコンサートっていいですね。 （50代女性　「ブラスの音色を楽しむミニコンサート」より）
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